
特別展「八女の名宝｣から　 ～五條家文書～
　八女市黒木町大淵にある五條家では、毎年秋分の日、「御

み

旗
はた

祭」が行われます。「御
旗」とは、「金

きん

烏
う

の御旗」のことであり、南北朝時代、後
ご

醍
だい

醐
ご

天皇が、征
せい

西
せい

将軍とし
て九州に西下するわが子懐

かね

良
よし

親王のため「八幡大菩薩」の神号を揮
き

毫
ごう

し下賜したと伝
えられる軍旗です。後醍醐天皇は、当時まだ 10 歳に満たない少年だった懐良親王の
ことを案じ、征西将軍宮を支えてくれる人物と見込んで側近の清原頼

より

元
もと

を随従させる
ことにしました。頼元とその息子たちは、征西府において懐良親王と後征西将軍宮で
ある良

よし

成
なり

親王をよく支え、南朝による九州平定を目指しました。南朝の大勝利に終わっ
た大
おお

保
ほ

原
ばる

合戦（福岡県小郡市）をはじめとした戦線、そして大宰府征西府による九州
北部の実効支配においては、南朝の主力として活躍しました。また、懐良親王が「日
本国王」として明国との外交に臨む際も豊かな学識をもって文人官僚として大きな力
を発揮したと考えられます。その頼元の後裔が五條家です。
　五條家には、南北朝から戦国期にいたる古文書が大切に守り伝えられており、「五
條家文書」として「金烏の御旗」とともに国の重要文化財に指定されています。五條
家文書には、後醍醐天皇綸

りん

旨
じ

や後村上天皇書状・懐良親王令
りょう

旨
じ

・良成親王書状など
の南朝文書が多く残り、征西府の動向がうかがえます。さらには大友義

よし

鑑
あき

・義
よし

鎮
しげ

（宗
そう

麟
りん

）・義
よし

統
むね

三代の書状を多く含み、室町から安土桃山時代にいたる大友氏と筑後の国
人層の去就を知ることができます。また、羽柴（豊臣）秀吉・毛利輝元・黒田孝

よし

高
たか

（官
兵衛）・立花宗茂・加藤清正など名だたる戦国武将の書状も含まれており、戦国期の
文書群としても充実した内容を誇っています。

　この五條家文書のなかで最もよく知られているの
は、写真の延元４年（1339）８月15日の「後醍醐天
皇綸旨」です。後醍醐天皇が崩御の前日、頼元に宛
てた遺言状ともいえるものです。内容は後村上天皇へ譲位したことや自分が亡くな
ることがあっても九州の「官軍」は朝敵追討のため一層の軍忠に励むことなどを記
しています。戦時において敵にみつからないように、小さな紙に細字で書いて髻

もとどり

（結
髪）に縒り込んだと考えられており「髻綸旨」と呼ばれています。
　五條家文書はこれまで門外不出とされてきたものであり、今回はじめて五條家
以外の会場で特別公開されることになりました。この貴重な機会をお見逃しない
ようにぜひ九州歴史資料館へお越しください。

重要文化財「金烏の御旗」

会　期　平成28年９月22日（木・祝）～11月13日（日）　

場　所　�九州歴史資料館第１・２・４展示室（第1展示室のみ有料。通常料金で観覧いただけます）

重要文化財「後醍醐天皇綸旨」
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調査報告
　福岡県内のお城しらべ　福岡県中近世城館遺跡等詳細分布調査事業

九歴名品探訪　Vol. ５　　「大宰府跡出土の硯」

　日本全国には中世から近世（平安時代の終わりごろから江戸時代）
にかけての城館（城や武士の館）が３万とも４万ともあるとされ、福
岡県内でも1,000 箇所近くもあるとされています。それらのうち、福
岡城や小倉城など、有名な城はいくつかありますが、大半は戦国時代
に築かれた大小無名の山城です。それらの多くは、天守や石垣を持た
ない土造りの城で、一見あまり見栄えはしませんが、現地には曲輪（平
坦面）や堀の跡が克明に残されています。
　福岡県教育委員会では、これら福岡県内の様々な中近世の城館の実
態を知るための調査－分布調査－を平成 24年（2012）に開始しました。
過去に著された古文書や文献を再検討するだけではなく、実際に山中などにある現地に行き、写真を撮影したり、
現地を計測し、平面図（縄張り図）を作成しています。そうすることで城の詳細な構造が把握でき、各々の城館
の重要性や、それぞれの地域の歴史を知ることにもつながります。
　現在、旧筑前国の範囲（筑前地域）と旧豊前国の範囲（福岡県内のみ。豊前地域）については調査を終了し、

３冊に分けて報告書を刊行しました。さらに今年度は旧筑後国の範囲（筑後地
域）を調査して、報告書を刊行し、事業は終了します。これら一連の調査が完
了することにより、福岡県内の中近世の城館の具体的な様相がより明らかとな
ることでしょう。実際、今回の調査で新たに山城なども発見されています。
　調査成果の公表については、報告書を一般に頒布したり、毎年九歴講座で
内容をお話したりしていますし、来年度には、当館にて福岡県の中近世城館
に関連した企画展を計画していますので、ぜひご期待ください。
� ※報告書は九州歴史資料館にて販売中。詳細は九州歴史資料館のホームページをご覧ください。

　現代では、意思伝達の手段として携帯電話やＰＣが使われますが、律令制が施行される以前は専ら口頭による
命令伝達でした。それ以降は文書による行政がなされ、命令伝達の手段として用いられるのが木簡で、文字を書
くための道具が硯・墨などの文房具です。硯は墨を研

す

る道具ということで、古くは「研」の文字が用いられ、10
世紀中頃に書かれた『倭

わ

名
みょう

類
るい

聚
じゅ

鈔
しょう

』によると、研－須
す

美
み

須
す

利
り

と解説されています。『枕草子』や『源氏物語』では、「すゞ
り」と書いており、「すみすり（墨研り）」から「すずり」へ転訛したことが窺えます。「文房四宝」とは、筆・紙・硯・
墨の文房具四品を指します。大宰府も筆や墨を製作し、平城宮に貢納していました。また、役人のことを「刀

とう

筆
ひつ

の吏
り

」とも言いますが、刀
とう

子
す

（小刀）は木簡に書いた文字を削る道
具で、消しゴムの役目をします。刀子は筆とともに役人の必需品で
あり、ここから役人のことを刀筆の吏と呼ぶようになりました。
  大宰府跡からは様々な形の硯が発見されています。円形の硯を円
面硯、方形の硯を方形硯、平面が「風」字の構えをした硯を風字硯
と言いますが、日常使う土器や瓦を硯に転用したもの－転用硯もあ
ります。福岡県みやこ町徳永川ノ上遺跡からは、小型の甕の中から
「□墨忍足」銘のある唐墨が見つかっており、胎盤などを納めた胞

え

衣
な

壺
つぼ

と考えられており、新生児が上級役人になることを願って埋納
した親心が偲ばれる資料です。

縄張り図の一例（苅田町松山城）

大宰府史跡から出土した様々な硯

障子ヶ岳城（みやこ町・香春町）
曲輪や土塁が残るのがよくわかる



文化財サイエンス ・ラボ　Study ３　

「五條家文書の守りを科学する」

　特別展「八女の名宝」では、これまで門外不出とされた「五條家文書」（国重文）が出品されています。この文
書をみると、多少の傷みはありますが、害虫の被害にそれほど遭うことなく、今も数百年前の筆の鮮やかさを感じ
取ることができます。では、なぜ、こんな良い状態で残っているのでしょうか？そ
れを科学で解き明かしていきましょう。
　紙に書かれている文書の保存にとって、害虫やカビ、湿度の変動は大敵で、特に
湿度の変動は、カビの生育を促進するほか、紙自体にストレスを与え、損傷の危険
が生じます。これに対し、古来から木製の文書箱に収納することが対策の一つとな
り、五條家文書も同様でした。
　果たしてこの方法は、現代でも有効なのか？文書箱の内部と外気の温湿度を測定
し、文書が収められている環境を科学的に検証しました。下のグラフは、１年のう
ち文書にとって厳しい梅雨の時期（6/11〜 7/11）のデータで、赤い線が文書箱の
内部、青い線が外気を示しています。
　では、このグラフの湿度変動に注目してみましょう。外気（青）は梅雨時期なので、
100％近くから50％代まで大きく変動しています。この時期の気候に大
きく左右されていると考えられます。対して文書箱内部の湿度（赤）は、
変動幅は小さく、気候にはあまり左右されていないようです。
　このことから、文書箱が外部の湿度変動を防御する役割を果たして
いるといえます。この文書が残された要因はこの他にも様々ですが、先
人から続く、「文書箱に収める」という伝統的な保存方法が、科学的に
も理に叶い、現代で有効であることをデータは物語ってくれています。
　このような先人の知恵や技術により、幾多の風雪を越え、守り伝えら
れてきた五條家文書。ぜひ、その実物を会場でご覧ください。

平成２８年度下半期に開催される展覧会

企 

画 

展

第37回「大宰府の役人と文房具」� 平成28年11月23日（水・祝）～平成29年1月15日（日）
　大宰府史跡で発掘された木簡や墨書土器などの「文字資料」や、硯などの「文房具」から、「大宰府」の
役割や重要性、そして当時の役人の仕事の実態に迫ります。12月 23日（金・祝）に記念講演会も開催します。

第38回「大分自動車道開通30周年記念 筑後川北岸の古代遺跡」
� 平成29年１月17日（火）～平成29年３月20日（月・祝）
　筑後地域を横断する「大分自動車道」の開通から、平成 29 年で 30 周年を迎えます。これを記念して、建
設時に行った発掘調査の成果の中から、特に貴重な資料や遺跡を紹介します。

特
集
展
示

「赤い土器－弥生時代の甕棺墓祭祀と丹塗磨研土器－」
� 平成28年11月23日（水・祝）～平成29年１月15日（日）
　国の重要文化財「栗田遺跡祭祀遺構出土土器」の甕棺の修復の完成を記念して、一挙にお披露目します。

「新春酉歳企画『鳥』」� 平成29年１月５日（木）～２月19日（日）
　平成 29年（2017）の干支は酉。考古資料から彫刻まで『鳥』にちなんだ資料を紹介します。

パ 

ネ 

ル 

展

「福岡鉄道遺産ものがたり４～北九州地区編～」� 平成28年10月25日（火）～平成29年１月22日（日）
　北九州地域に残る鉄道遺産の中から、今は廃線となっている路線の跡を中心にパネルで紹介します。　　

「薩摩塔と尊像たち」� 平成28年11月15日（火）～平成29年１月15日（日）
　近年東アジアの歴史を考える上で、大きな意義を持つと注目されている石塔「薩摩塔」。そこに刻まれた尊
像に焦点を当てて、写真で紹介します。

「保存科学成果展2016」� 平成29年３月22日（水）～６月
　古賀市船原古墳遺物埋納坑から出土した、豪華な馬具などの出土資料の最新調査成果を紹介します。

平成２８年度下半期に開催される展覧会

五條家文書が　　
収められた文書箱

外気（青）と文書箱内部（赤）の温湿度変化



福岡県内の指定文化財

杷木神籠石全景

杷
は

木
き

神
こう

籠
ご

石
いし

［国指定史跡］� 朝倉市杷木穂坂・杷木林田
　杷木神籠石は、針

はり

目
め

山
やま

（標高 497 ｍ）から筑後川に突き出た尾根の先端に築かれた古代の
山城で、昭和 42 年（1967）にドライブイン建設工事の際に発見されました。
 　外郭線は長径 0.8㎞、短径 0.4㎞の楕円形をなし、全長 2.25㎞と推定されています。列石には、
長さ・奥行 1 ｍ前後、高さ 0.6 ｍ程の石材（安山岩質火山岩）が用いられ、分析の結果、日田・
玖珠・耶馬溪一帯に分布する「耶馬溪熔岩」とされています。外郭線は二つの谷を取り込み、
第１水門は国道 386 号のそばにあり、石積が 3 段残っています。第２水門は第 1 水門の北側
にあり、長さ 11.7 ｍを測ります。城門・建物などの内部施設は未確認ですが、中世にも山城

（鵜
う の き

木 城
じょう

・長尾城）として利用されており、戦略上重要な場所であったことが窺われます。

九州歴史資料館
KYUSHU HISTORICAL MUSEUM

〒838-0106
福岡県小郡市三沢 5208-3

　☎　0942-75-9575
FAX　0942-75-7834
URL　http://www.fsg.pref.fukuoka.jp/kyureki/

◆公共交通機関
《西鉄電車》天神大牟田線三国が丘駅から徒歩約10分
《J　　R》鹿児島本線原田駅からタクシーで約５分
◆自動車

《九州自動車道》筑紫野 I.C. から鳥栖筑紫野道路経由で約15分
《大分自動車道》筑後小郡 I.C. から国道500号線
                     県道88号線経由で約15分

《福岡都市高速》水城出口から国道３号線経由で約25分

開館時間　午前９時 30 分～午後４時 30 分（入館は午後４時まで）
観  覧  料　一般 200（150）円　高大生 150（100）円
　  　  　　満 65 歳以上・中学生以下・
　  　  　　障がい者（同伴介護者１名）無料
　  　  　　※土曜日は高校生も無料
　  　  　　※（　　）内は団体料金（20 名以上）
休  館  日　月曜日
　  　  　　（ただし祝日・振替休日の場合はその翌日）
　  　  　　年末年始（12 月 28 日～１月４日）

九州歴史資料館・分館行事予定� 平成28年10月～平成29年３月
九州歴史資料館 行事・事業予定

展　　　　　示

常 設 展 示 ：「歴史（とき）の宝石箱」【11 月 23 日（水・祝）～３月 31 日（金）】
特 別 展 示 ： ９月 22 日（木・祝）～ 11 月 13 日（日）「八女の名宝」
企 画 展 示 ： 11 月 23 日（水・祝）～ １月 15 日（日）第 37 回「大宰府の役人と文房具」

： １月 17 日（火）～３月 20 日（月・祝） 第 38 回「大分自動車道開通 30 周年記念－筑後川北岸の古代遺跡－」
： ３月～７月 第 39 回「きゅうおにとタイムとラベル～大昔のくらしと国づくり～」

特 集 展 示 ： 11 月 23 日（水・祝）～１月 15 日（日）「赤い土器－弥生時代の甕棺墓祭祀と丹塗磨研土器－」
： １月 ５日（木）～２月 19 日（日） 「新春酉歳企画『鳥』」

パ ネ ル 展 ： 10 月 25 日（火）～１月 22 日（日） 「福岡鉄道遺産ものがたり４～北九州地区編～」
： 11 月 15 日（火）～１月 15 日（日） 「薩摩塔と尊像たち」
： ３月 ７日（火）～３月 20 日（月・祝）「筑紫地区文化財写真展」
： ３月 22 日（水）～６月 「保存科学成果展 2016」

講座・イベント

九 歴 講 座 ： 全 12 回　第２土曜（第９回～第 12 回は 10 月より申込開始。定員 160 名。定員になり次第締切）
夕べのギャラリートーク ： 10 月 ５日（水）・10 月 19 日（水） 特別展「八女の名宝　Part １・ Part ２」

： 12 月 ７日（水）・ １月 11 日（水）企画展「大宰府の役人と文房具　Part １・ Part ２」
： ２月 22 日（水） 企画展「筑後川北岸の古代遺跡」

（夕べのギャラリートークは 16:30 ～ 17:30 開催。事前申込不要、但し観覧料が必要）
特別展講演会 ： 10 月 23 日（日） 「対外交流から見た磐井の乱」熊谷公男氏（東北学院大学文学部教授）（申込受付終了）
企画展講演会 ： 12 月 23 日（金・祝）「古代の役人と文字」柴田博子氏（宮崎産業経営大学教授）（申し込み不要）
イ ベ ン ト 等 ： 10 月 15 日（土） 特別展開催記念イベント「アクロスミュージアムコンサート in 九州歴史資料館」（参加無料、事前申込不要）

： 10 月 16 日（日） 特別展開催記念茶会「小郡市文化協会裏千家」（お茶・お菓子代 300 円、事前申込不要）
： 11 月 ５日（土） イベント「古代の遊び『ぎっちょう』と石器で『きこり体験』」（参加無料、事前申込不要）
： １月 ６日（金） ナイトミュージアム in 九歴　冬（参加無料、定員 30 名、要事前申込）
： ２月 26 日（日） イベント「折り紙で MY おひなさまと組紐ストラップを作ろう！｣（参加無料、事前申込不要）

発　掘　調　査 大宰府史跡調査（蔵司地区）・県内遺跡発掘調査　４月～３月

求　菩　提
資　料　館

〒 828-0085
豊前市大字鳥井畑 247
TEL･FAX　0979-88-3203

甘 木 歴 史

資　料　館

〒 838-0068
朝倉市甘木 216-2
TEL･FAX　0946-22-7515

柳　　　川
古 文 書 館

〒 832-0021
柳川市隅町 71-2
TEL　0944-72-1037
FAX　0944-72-5559

※各館の行事や休館日（閉室）等については、各館ホームページまたは直接お問い合わせください。

常  設  展 ：「求菩提修験道の世界」
秋 の 企 画 展 ：10 月 18 日（火）～ 11 月 13 日（日）　「古代の美・時空を超えて」～東九州自動車道発掘調査成果展～
特別市民歴史講座 ：11 月 12 日（土）　「京築文化考」　飛野博文氏（九州歴史資料館副館長）＊受講無料、ご希望の方は求菩提資料館までお申し込みください
早 春 企 画 展 ： ２月 ４日（土）～ ３月 20 日（月）　「おひなまつり」
史跡ガイド活動 ：申し込みに応じて豊前市内の史跡をガイドします
秋 季 企 画 展 ：第１弾　10 月 12 日（水）～ 12 月 11 日（日）　「石に込められた願い～朝倉（旧甘木市内）の石造文化財調査より～」

：第２弾　10 月 18 日（火）～ 12 月 18 日（日）　「筑紫の宝庫－朝倉高校考古名品展－」
企画展講演会 ：11 月 ５日（土）　「街道のえびすさま－太宰府市内の石造文化財調査から－」松川博一氏（九州歴史資料館学芸員）＊先着 30 名

：12 月 ３日（土）　「朝倉の原始・古代を考える－朝倉高校所蔵品から－」柳田康雄氏（元國學院大学教授）＊先着 60 名
　　　　　　　　　＊講演会はいずれも要申込。会場は朝倉市中央図書館２F

企画展バスツアー ：10 月 29 日（土）　「朝倉市内の古墳巡り！」＊先着 25 名・要申込
新 春 企 画 展 ： １月 ５日（木）～ ２月 12 日（日）　「郷土の日本画家徳田玉龍　富嶽百景 Part ２（仮）」
春 季 節 展 ： ３月 14 日（火）～ ４月 ２日（日）　「あ！さくら展」＊「さくらコンサート」３月 25 日（土）
企 画 展 ：10 月 ５日（水）～ 12 月 18 日（日）　「柳川藩と和歌－立花鑑寛・純姫と家臣たち」

：12 月 21 日（水）～ ２月 ５日（日）　「郷土の先覚者　石田昌」（仮）
： ２月 ８日（水）～ ４月 ３日（月）　「松井家・立石家のおひな様」

歴 史 講 座 ：10 月 １日（土）　柳川文化資料集成第１- ２『井上文雄判　柳河藩歌合集』の成果をわかりやすく解説
歴史文化講演会 ：12 月 ４日（日）　企画展「柳川藩と和歌」に関連して久保田啓一氏（広島大学教授）・角鹿尚計氏（福井市立郷土歴史博物館館長）が講演

＊歴史講座・歴史文化講演会は柳川市立図書館２階 AV ホールにて開催、入場無料、事前申込不要
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1ページ 

特別展「八女の名宝」から－五條けもんじょ－ 

9月 22日から 11月 13日に開催する特別展「八女の名宝」で展示する資料の中から、国指
定重要文化財「五條けもんじょ」について解説 

2ページ 

福岡県内のお城しらべ  福岡県ちゅうきんせいじょうかん遺跡等詳細分布調査事業 

福岡県教育委員会が行っている、福岡県内の様々なちゅうきんせいのじょうかんの分布調
査について 

「大宰府跡出土の硯」 

古代の文房具の中から、特に大宰府史跡から出土する様々な種類の硯を紹介 

3ページ 

「文化財サイエンス・ラボ Study2 【五條けもんじょの守りを科学する】」 

国指定重要文化財「五條けもんじょ」が、なぜ良い状態でこれまで保存されてきたのか、
その謎を科学で解き明かす 

「展示紹介 平成 28年度下半期に開催される展覧会」 

第 37回企画展「大宰府の役人と文房具」 

会期：平成 28年 11月 23日(すい・しゅく)～1月 15日(にち) 

第 38回企画展「大分自動車道開通 30周年記念－ちくごがわほくがんの古代遺跡－」 

会期：平成 29年 1月 17日(か)～3月 20日(げつ・しゅく) 

パネル展「福岡鉄道遺産ものがたり４～北九州地区編～」 

会期：平成 28年 10月 25日（か）～１月 22日（にち） 

パネル展「薩摩塔と尊像たち」 

会期：平成 28年 11月 1日 5(か)～1月 15日(にち) 

パネル展「保存科学成果展 2016」 

会期：平成 29年 3月 22日（すい）～6月 

特集展示「赤い土器－弥生時代のかめかんぼさいしと丹塗磨研土器－」 

会期：平成 29年 11月 23日(すい・しゅく)～1月 15日(にち) 

4ページ 

九州歴史資料館・分館行事予定 2016．10月～2017．３月 

福岡県内の指定文化財、杷木こうごいし［国指定史跡］  

朝倉市杷木穂坂・杷木林田所在の、国指定史跡の杷木こうごいしについて 

九州歴史資料館 福岡県小郡市みつさわ 5208－3 

電話 ０９４２－７５－９５７５ FAX ０９４２－７５－７８３４ 

 

 


